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LiNb03 を用いた高速の電気光学的変調システムにより， YAG レーザーによるレーザ一波形制御実験に十分な最大
36GHz の周波数変調(チャープパルス)が得られている。
第 3 章では，チャーフ。パルスによるレーザ一波形制御の原理と YAG レーザーを用いた基礎実験について述べてい











ている o 2 種の動的制御方法に関して長所・短所を明らかにし，チャーフ。パルスによる方法では， レーザ一波形制御
との併用により爆縮効率の大幅な改善が可能であることを示しているo






1) YAG レーザーを用いた基礎実験に必要なチャープ量を明らかにし， LiNb03 を用いた高速の電気光学的変調
システムにより， YAG レーザーによるレーザ一波形制御実験に十分な最大36GHz の周波数変調(チャープパ
ルス)を実現している。











6) 集光位置の動的制御方法に関して典型的な 2 つの方法について，その長所・短所を明らかにし，チャープパlレ
スによる方法では， レーザ一波形制御との併用により爆縮効率の大幅な改善が可能であることを示している。
以上の結果は， レーザー核融合で重要な課題となっている最適レーザ一波形の発生に関して，チャープノマルスを用
いて任意のレーザ一波形を発生する方法を提案し，実験およびシミュレーションでその原理的・技術的成立性を明確
にしたもので， レーザー工学，核融合工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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